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OntheInfluence of Headspace andIn3ide Enamelof Tin  

Can on the VitaminC and Colou：r Retention and onthe  
●  

Taste of TomatoJuice  

IwaoShiga，ItsuroMayumrniandXeiichiRimura・   

Tomatojuicesofseveralvarietie8WerepaCkedintwotypesoftincan－Oneaplaintincan  

．andthe other a enamel一正ned tin can，Changingtheir head－SpaCeinto three groups，and  

StOredfor abouttwo’yearsattherange oftemperat∬e from120C．to29〇C．   

After the storage，We meaSured reducedvitamh C，CO10ur and taste and examined   

theinfluence ofhead－SpaCe andinside enamelofcanon thevitamin C and cobur′retention  

and on the也Ste．  ′   

WithrespecttothevitaminCcontent，WeObtainedtheresultstabuhtedinthe table5，6，   

7aTld8．We coukl・nOtfind outanySignificantdi蝕rencesin the colour reduction between   

the two typesof canand among quantitie30f head－SpaCe．Some bitter taste developingin   

the enameled can was observed．  

壬・   

締  官   

械許トマトウジクスの品位の評価は、色、風味、漁網度及びビタミンC含有丑等によってされる  

が、其l勺ビタミンC含有丑、色及び風味に及ぼす怖許の上部空隙丑及び内盲宙塗料の影響について、  

本校簡場たて辞作のトマトウを原料として果汁を製し、怖酷にして、此改的長期間貯蔵して、試験  

した結鼎を義に報告する．1トマトウ果及びトマトウ製品申のビタミンCに関する試験、研究は多数  

に上っているが、現在余車の研究に直接関係あるものとして手許にある文献は、稽境（1939）⑤一  

HaJck（Ⅰ943）⑥。及びEsselen等（1945）⑨。のものである。稗垣は白の5号縄と内閣に漁科し  

た5号坪にトマトウジクスを紆め貯蔵6ケ月間に亘って両者間に聴けるビタミンCの変化を此絞し  

ている。其結果によると6ケ月の貯蔵によって白括では40－85％（㍑．2mg乱％→1．8－7．3mg乱％）  

が失はれキのに対して内村塗料傾では96％（12・2mgs・％？0・4mgs・％）にも及ぶ損失を生じた事を  
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’示し、ビタミンCの保全の上に於て町野塗料確が白幡に比改して著しく劣っている串並びに僅か6  

ケ月間の貯蔵に於て、白幡に於てさえも最初に含有されでいたビタミンC丑の略半丑又はそれ以上  

のものが朱はれた事を示しているが、稲垣の膝詩では200c・Gの果汁丑に対して略1馳c・にも及ぶ異  

状に過大な上部空隙丑を残している啓が、以上の様な異状に過大なビタミンC丑の揖失を招いたも  

のと考えられる。馳selen等は各硬顆の硝子埠と共にNo．2Si2；ePhintinmn（白幡）とNo－2声ize  

huitenameltincan（内閣漁装怖）との岡垣ブリキ随にトマトウジクスを貯め、貯蔵8ケ月に  

五ってビタミンC含丑の変化を追求し比改しているが其結果によると販売用條許容終中では申施、  

ブリキ製の蓋を傍点した典垂密封壌或は内野に錫箔を使用のCrowncap附きの埋が最も良い成疎を  

■ 示し、家庭用の硝子填では金属製の蓋を使用したもの、或は最小の上部空隙丑のものが優れてい牢  

番を示している○叉試験成績から白膵と内面塗料鰭とを此改して見ると貯蔵4ケ月径に於ける鱒哉  

では両者間に差がなく初丑の25％（31・Omg乱％→23⊥3mg乱％）の損失を紀録し、貯蔵8ケ月琴に  

於ける成績に於ては白幡で40％（31．Omgs．％→18．6mg乱％）、内面漁料膵で約52％（31．Omgs．％  

→15．Omgs虜）の損失を生じた串を記戯し、やはり癒料怖が白陥に比してビタミンCの保全上から  

は劣っている串を示している。  

Advan鱒hFodRes．に引用されているHAud【の成絞でも、白怖が硝子填及び盤料埼に此してや  

はり摩れている事を示している。   

次にトマトタジクスの色の問題であるが、色はトマトウ製品の商品的価値を決定する上に放て富  

藩な一つ因子として取扱はれているもので、従って之れに関しての研究も可なり多数に上ってい  

る。トマトウ製品の色の良否に直接的な関係を有しているものは、云うまでもなく原料トマトウ果  

の色である。ト・1トウの色の主体は赤色のLycopeneで、それにCaroteneの黄色が附加されたもの  

で、其の良否は過伝と生育墳墟によって支配されるものである。＿生育囁墟中温度の形響はLy∝咋杷pe  

の生成に対して決定的な作用を有し、Sayre⑨の犯掛こよるとLycopeneが500Fと860F（300C）  

との間の温度でトマトケ果の成熟する際に生成されるが、860F（知OC）以上になると分解さ．れ  

CarOteneのみが生成さTLると云う、又Skdk⑯の冨胡捌こよると21～240Cの狭い温度範捌こ於て最   

も迅速に生成されるとの串である。  

種鷲トマトクジクスの色はRdbinson等⑧、Friedman等㊨、Blumer等①、及びKramer等⑧による   

と殺菌加熱の際の熱によって規はれる事は間違いない。Friedman等④は其の報告中にMムcGi址Ⅴ柑y  

（1931）の研究成果として餌OCから1160C の温度範闇に敬てバルブの色が費実に班鱒れる事及  

び温度形響は酸化には疎開係である革等を紹介している。Robbson等⑧によると930C2q分の加熱  

晶は瞬間加熱晶（1210C／0．7min）に比して色が摩れている革、0．7分の等時間加熱に放ては温度が  

高い笹色の揖はれ方の大である串を見ている。Blumer等①は殺菌価（F。＝0．7）が等しければ250  

丁2700Fの温度範圧削こ放て温度の高低によって差のなかった事を記している。Kramer等⑦は色の  

扱失は、、1400F以上の温度に果汁のさらされた温度能計（temp．－Summa銭On）の対数の函数である   

事を見ている。確許の貯蔵申に於ける色の変化についてはBlumer①等の給見では明瞭ではない。  
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Friedrnan辱⑧の韓験では貯蔵温度の商い笹huecornpon印t或はdominantwavelengthの変化の大  

である軋0’Cで貯蔵のものは35日後に於ても変化のなかった事を述べている。又head－印aCeの  

大さは其変化に殆ど彩管し．なかった番を述べている。  

爽 験 方 法  

当校圃場で辞作の各種顆のトマトウ果を操典複数日間過熱して重体が赤熱したものを原料とし、   

水洗後950Cで3分間茶寮し、水冷したものを馬毛の襲った賽漉にかけて搾汁（1951及52年の両年度   

の実験では之れを使用し、53年慶には金不鋳鋼製搾汁機を設備し実験に使用）し、28－29吋の減虚   

虔に放て、脱気処理を2回施し、7号儒に諦め（1951年の実験では満革に近く許める。1952及3年   

鹿の葵験では、準滴往の外に、二種類の上部壁隙を異にした紆吟方をする）、0型演壇巻締機で典   

空蓋付囁封をなし、97－98．50C（1951年度の爽験で95～970C）の熱湯中に放て師に40－45R．P．M．   

の担転を与へ弧乳15，及10min、の殺常加熱を施し、次で水冷した。貯蔵は地下宝（29－120C）  

に静位した。   

アスコルビン酸笹2－6－Didlorphenol－indophenol故によって定量した。色の測定には米国では  

碇片の方法について報告されているが、此の試験ではKramer等⑦の・ベンブール抽出法に準拠し  

lた。Kramer等⑦ほトマトウ色素のベンブール溶液についてBeckmanspectrophotometerを使用し●て  

＿485mJ▲での光紙の透過率を測定し1満足な比統括其の得られた事を述べている・。即ちトマトウジウ  

■l  

・≠  

さ‾   

スの様な均質なものにあっては官能検査結果と良く⊥致し、0．91なる相関係数の得られた事を述べ  

Tいる。本実験でほ1951年及52年摩に放てはBedmanspectrophototneterの様な設備がなかった  

（19弘年になって日立分光光電光度計EP寧－Uを設備）ので手持のエルマ電気比色計を使用し470m／▲  

に於ける透光率を測定し此改した。蓋しエルマ電気比色計で利用し得るフ 

470m〝に於て最も低い透光率を示すからである。トマトウ色素のベンゾーノL抽出には菅原電気の  

ジクスミキサーを利用した。（此設備のなかった1951年魔の実験で吼分汲炉斗中で振逸した。）但  

しCupを改良して抽出中にべンゾールの損失の生じない様にした。トマトゥジウス短ms．のベンゾ  

ール抽出液1∝也C．を更に5備に稀釈（如．c．を加c．c・にする）して3，000吼P．M．で5分間の遠心分離を  

なし、純鮎ⅣOlの透光率を100％として、トマトウ色素汲の透光率を測定した。   

pH価はBedkmanG－typepHmeterを使用して測定、但し此の設備のなかった1951年慶では東洋  

が妖株式会社の改良型pH試験紙（Brom－Cre30l－green）を使用して測定した。筆者辱の行った実  

験方法は略以上の通りであるが、本文に由戯のものは1952年慶の試製岳に就いての実験結果であ  

′ る。  

英 験 結 果   

19詑年8月に試製し、地階（12～290C）に貯蔵し1954年になって開肺し醗験した結果は以下昇   

一、二、三、及び四表に冒己漑の通りである。  

第一一家：品感BreakO，dayに裁ての試験結果  

試製の日：1952年8月5日．閑雅試験の日：1954年10月18日－27日．果汁の脱気法：果汁を一定容  

器に入れ28～29吋の液圧度で処理する。  
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そうするとバルブが浮上す各ので静かに挽拝してパルプと汲汁とを均質に混合さ  

せ、今一度28～29吋で減圧処理する。この際には分離が起らない。減圧下に放てな  

し得る虎粋装澄を附設すれば一回の換作ですまされる。以下第二、≡及四表のもの  

に於ても同様の排気処理を施したこ  

碓の脱気：0型輿空巻締機械、Vac．dはmberの兵空度は24〝25吋。殺菌：96・5－98・芦OCの  

熱湯中で15分間、耀の廻転数は40－45R．P．M」食塩：使用せず。・  

噂に貯める直前の選元型ビタミンC：23・5mg乱％  
ナノ  

上．部  ・絵上部空隙 （粍）  （mg9．％）  
透光麺（％）  

触の疎囁  空隙領別    〔Gro5日bead   〔Juice   p H   ビタミγC  （Reduced    （Trans・  
（Gro岬  

BpaCe（m．m．）〕  （inincbe乱）〕   （gms．）〕   tas00rbicacid）     mit也nce）  

（TypeofQn）  喜平均   …平均   ・平均  

SPaCe）   ぎ（aver・  ● …（aver－   （av町・  

宣 age）   … age）  age）  ぎage  

喜平均 二（卵er  

2．3室   319三  22．7  75．7  

白 依  
（Plaintincan）  

7．0童   318…  

A  

l  

0．5…   319…  

（血ameled）  4．0邑   4．4ミ   318童  74．3  
tin can 

塗料馳  

A  

21．6；   297…  ！75．8  

白 略  
（Plaintincan）  

19．6；   299室  75・0  

B  

20．1：   3呵  

21．恒   298…  

塗料轍 くEnameled） tincan  

B  

22．2蔓   278…  75．8  

由 21．1妻   276  □ 75．7  

■  一触 くPkin血can）  C  
H  

21．9…   279…  

19．5…   276…  

塗料触 くEmmeled） t王nca8  

C   

■  

●  

坤  

塗料随に踏めたものほ何れも苦味を毒した。  
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第＝表：品種hdianaBaはmoreに就いての覿験結果  

・試製の日：旭詑年8月7日 開腫試験の日：1954年7月㍑日一16日 括の脱気：0型兵空巻締機   

械、Vae・dhamber－の頭重慶は24一・25吋．殺菌：97～98．50Cの熱湯中で20分間。鰭の退転数   

は46RP．M．食塩：0．5％の割合に添加。   

怖に貯める宮前の道元型ビタミンC：21．6mgs；％   

鰐紆宵闇のトマトウ色素のベンゾー●ル抽肘液の透光拳：61．0％其他の試製条件は実験方法の   

肝を参照。  

●  

L  

■d  

捻上部空隙 （粍）  
ビ 

） 
透光  

空膵顎別    〔Gro5日head  Jui00   p H  （Tra  
（Grol】p  岳PaCe（m．m．）〕   （bin  Cbes）〕   くgm8．）〕  お00rbicadd）∵ mit   はnce）  

（  

…age）  

318…  76．2  
（PI血中Can）  
紙の樋鹿 （Typeof（：an）  上 部        其空詑（吋） 〔Vacuum   果汁傲（瓦） ヒ      ミ誌笈 （Reduced   率（彦） n8■    01bead－ SpaCe）                             書喜慧   ！ 319；319  

－ 

A†  

319…  

く馳meted）  
tin can 4・I  

白 抽  
3（射  77．1   

‥．  

B†  
塗料抽  01‡  77．4  
くEnamekd）  

tin can 

Bi  
n 19．8」78．3  

白 磁  
281室  I78・7   

くPlaintincan）  

塗料儀  四  

c‡   

78．8   
（Emeled）  

ti皿Can   14．5  

ボ  

ヽ  ▲■   
I   

塗料暑に詰めたものは何れも苦味を畠した。  

第三衷：品種Stoneに就い．ての釈験結果   

紬の日：1952年8月8日 

械、Vac．dlamber．の顛空虚は24－25吋．殺蘭：97－98．50Cの熱沸申で節分間、幡の樋転数   

は46R．P．叫食圭監：0．5％の割合忙滞加。  

備に貯めるi富前の道元型ビタミ㌢C：測定せず。   

膵結宵闇のトマトウ色素のベンゾール抽川液の透光率：59．4％。其他の醗製条件は実験方法   

の所を参府。  
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上 部  級上部空隙  く粍）   典空虔（吋）  （瓦）l 
ビタミソC  

（mg乱％）  
透光率（痴）  

他の穏税  。H  （Trans・  
a合口Orbicadd）   lm批an虎）   

Ofbead   諾           空隙頓別  〔Gro盟bead   〔Vacuum  
：（aver」  

＄paCe）  平均 （aver ag寧）  

重 昭e）  

白  組   
4．0至  

くPlain伽Can）  

A†  

塗料砲  0… H  

（Enameled）  

億ncan  ・Ai  4．31  20．6  

白 地  
●  19．2i  4．24  

B  （Plaintin亡an）  
t  4．24  

塗料私  ！18」3宣  30さ  

B‡  

（Enameled）  
tin can 

8．1  

自 他  

c‡  

20二5蔓．  
（Plaintねcan）  

14．9  
●  

塗料抽  19．5：  
（Enameled）  

tincan  c‡  

l  

‘●．   

塗料敵に詰めたものほ何れも苦味を呈した。  

第四表：品琴Margbbeに就いて町試験結果。   

辞製の日：1952年8月4日 開儒試験の日：19弘年5月17日－25日 腰の脱気：0嬰顛空巻締機  

械、Vac．血amberの其空慶は別†25吋。敬蘭：粥．5一鍼．50Cの熟視中で30分間、怖の姫街  

数は45R．P．M．食塩：添加せず。  

耀に詰め引富前の道元型ゼクミンC：24i6mg乱％  

棲牛革める宮前甲稔ビタミンCニ34・6mgs・％  

其他の試製条件は英験方法の肝を参胴。  

暮T  

ピタミ  
g臥タg）  透光率（％）  

櫨の硬頓  空隙頓別  〔Juice  H  

（Group  （g   ascorbi   
（Typeo董can）   ぎ●平均  …平均  

Spa亡8）   
；（aveト  

！age）  age）  

白  随  78．8  

（？血n鱒n箪叫）  
5．Oj                       A  4．0室                     H 4．1…4．4 □  よ部   ofbead－  絵上部空隙  く粍） 〔Gro鎚bead SpaCe（m．m．）〕  共空度（吋） 〔Vacuu上n くbincbeg）〕   果汁丑    （瓦） m畠．）〕        匹 くRedu   ミソC  亡edl Ca（：王d）   （Tran 
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塗料織に詰めたものほ何れも苦嫌を鼻した。   

試験結果に就いての考察  

1．上部空隙丑をA．B．C．の三群に組分けして実験資料を試作したが各群内に放て僅少の変動   

が見られる、果汁盈についても同様でぁる。  

2．輿空度は上部空隙盈の敏く少いA群に放て極めて低く、上部空隙丑の多いB．群に放て高くな ■   

っている。同一条件下にて輿空密封した際に、上部空隙畳の多寡によって斯様な饉許典峯虔の   

差違が生ずるものである（本報・告背中所載の〃機械的脱気法に依る橋詰の輿重度に対する上部   

茎隙畳の影響けを参照）。   

叉同一群中白確と塗料腰とを此瞑した際に多くは塗料條の方が白磁よりも琴干嘩い輿重度を示，   

しているが、酸性内容物に依ろ條材の腐蝕に原因して発生する水素瓦斯畳は一肢に白柾に放け   

るよりも塗料感に放て大であるとの事実（常識的には之れとは逆に考え勝ちで声るが）と符号   

するものである。即ち以上の様な顔茎度の相遵は同一条件下に於て製造しても必藤野に生ずる   

相違なのである？  

3．pH価は茎耀の種炉や上部峯隙畳によって差違が裔めらjlない○  

1 4．ビタミンC含有量に就いて。   

今回の試験成葦で見られる結果では、この辞験に採用の条件下でほ、製造並びに略ニケ年に亘   

る長期貯蔵を通じてビタミンCの揖失畳の意想外に少ない（平均最大19％ヽ最少3ニー4％）ニ  
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と○及び星膵及び上部轟隙畳の相遵による影響の硯はれ方の甚だ少い尊が在日される。そこで  

上部生隙や杢腫の相違が果してビタミンC含有量に彫響しているか否やを確めるため、灯下に  

記戯の如く上部盛時と峯躍との両要因の二元配置による分散分析を各品種毎に試み、次の如き  

結果が得られた。  

即ち殻薗30分間行った弟四表に記戟の、Ma咄血eに就ての成蔵を除い 

Baltimore，Stone，及びBreakO．dayに裁ての成凍では次の藷点に威て一致した結果を示し  

ている．。  

a）白幡と塗料躍との間に放て平均ビタミ．ンC含有量に有意差がある。（白條に於ては塗料鰭   

に於ける含有塵よりも大である）  

b）上部茎除塵による平均ビタミンC含有豊の差は有意である。（上部峯隙畳の大なるものに   

放て含有量が低い）   

C）巷膵と上部基除との閉じ鱒交互作用がある。   

白樺の平均ビタミンC含有畳には、上部基隙畳に・よって差遵はあるにはあっ七も、はっき少   

し難い程度に少なく、自陣と塗料膵とのビタミンC含有畳の差ほ上部基際の最大の卑のに放   

て顕著であるが、上部碁隙丑の最小のものに放ては認め難いか或は趣く僅かである。  
′   

Clifcorn⑧がBoyd及びPetersonのオI／ンヂジクスの試作に放て、   

ascorbicacid（ビタミンC）保全の見地からして上部基隙よi）の峯気の除去が自耀に設ける   

よ力も塗料確に於て一層有利な効果を示した事を発見したと記しているが、この実験結果か   

らして叉「ビタミンC保全の見地からして上部峯隙畳を∵定限度以内に制限する事によって   

白坪に於けるより漁料膵に放て一層有利な効果が期待できる」とも云う事が出束る。  
■  

弗五黄－a：憾語ブレークオーデーのⅤ・C・含有量（rr・gS・perlOOgms．oftomato－iuice）  
＼  

Table5－a：Ⅴ・C・Contept・incannedBreakO，dayjuice  
■  

硫  
上   部   空   隙   （Headspace）  

（Can）  
B   C C 絵  軒  

（Tot山）   

A  22．4  21．3  

白  硫   22．5  22．3・  22．3   

（Plaincan）■＿   
22．3   22．5   22．3   

計  
（已um）●   67．5   67．2   65．9  200．6  

21．2   21．3   20．2   

塗 料 触   21．7   21．2   19．1   

22．3  21．0  ・0  （Emmded叫 
j 計  

（Sum）  
65．2  63．5   由．3   188．0  

隠  計  
（Total）   132．7   I30・7   125．2   388．6   

■  
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弟五宏一b：膵許プレーLクオ．一声ーのⅤ・C．含有量分析値の分欝分析表  

′ Table5⊥b：AmbT5isof varianceofGannedBreikO，daナiuiceV．C．analysisdata  

・香   田   
分 

S．  S．  くg 
（Fa血ー）  （Ⅴ血） F   

， 

白地と塗料触   
（Can）   

－8．8200  1  8・8200  50・24：   

上 部 空 隙  
（Head叩∝d）   5．0278  2  2．5139 14．32サ●  

交 互 作 用  
（Ⅰ鵬eねC伽n）   1．6（）33  2 l  4．57＊  

訳  
（E正Or）   

善  2．1067  12 io．1756  u   

計  
（Total）   17．5578  17  

夢六表一→a：確譜インヂアナポ）LチモアのⅤ・C・含有盈（mg乱・PerlOOgms・Oftomato－juice）  

Table6－a：V．C．cohtentincannedIndianaBaltimorejuice  

構  

（Can）  A  B   
i 

C   

讐Tぬ1ヂl●   
20．5  20．3．  

自  他   竜 …；：；  20．3  20．3 

（Plainq弧）   u  
一  

（） 41・8   40．8■   Ao・6  皿3．2   

u   
1   

20．台   19．5   18．6   

塗、料 臨   i  20．9  20．1   ユ8．1   

（Enameledean）   
一  41・2   39．6   36．7  117．5  

（≡仁  
†  

T。ぬ1  
83・0   80．4   77・3  20・7   

．  

第不嚢－b：慣許インヂアナボルチモアのⅤ・C・含有量分析値の分筆分析表  

Table6－b：Analy5isofvarianceofcannedIndianaBaltimore juiceV．C．analysisd虫七島  

要  因  
自由 匿  

S．S．  （DegreesOf  分  散 
（Fadpr）  （Variance）  

F 
freedom）  

■l  

白地と塗料轍  

（Can）   
2．7075  1  2．7075   19・69ニ   

上 部 壁 鯨  
（Ⅰ加adspace）   

4．07：け   2   －2．0359   14・81芸   

交 互 作 用  1▲5450   2 
（bteraction）  

0．7725   5．62＊   

誤一  
（Emr）   

整  0．8250   6   0．1a75  

針  
（To也1）   

9．1492   11  
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第七表－a：偶語スト「ンのⅤ・C・含有丑（mg乱perlOOgms．oftomato匝α）  

Table7一年：：Ⅴ・C・・tOntentOfcarmedstone3ulCe  

随  
上   部  空   隙   （Head叩aα）  

（Can）  A   B   C  †   
lTぬ．   

21．0‘   21．1  21．0 ！  
白  地   21．9   21．5   21．5  ⊇   
（Plよinrca  

計  

（Sum）  
42・9   42．6   ヰ2．5  128．0   

20．5   19．1   18．4  

塗料  20．6   19．8   18．5  

（Enameled   
計  41●1   38．9   36.9 1 118・9  

針  
（SuIn）  84．0   81．5   79．4  † 244．9   

・．慮  

ー■  

第七義一b：腫語ストーンのⅤ．C．含有丑分析倍の分散分析表  

Table7－b：Analysisofvari叩CeOf・Ganned＄tOnejuiceV．C．analysisdata             t  

要  
（Faくrbr）  

因   
S．S．  

自由産  
（Degr恍SOf  

heedom）  （Variance）  

白儲と塗料馳  
（Can〉  

10．2675・  1   IO．斑汀5   

散    F  
71†20淡 ♯   

上 部 空 臨  
（H飽d8Ⅰ旭庸）   2．6517   2   1．3259   9．19鶉   

交．L互 作 用  
（Intera鱒ion）   ．1．8050   2   0．9025   6．26竃：   

・訊  臣   
（Error）   

0．86畠0   6   0．1442   

計  
（To也l）   

15．5紬2   11  

第八乗一過：曜琵マーダセーブⅤ・C・含有盈（mg乳perlOOgms‘Oftomatojuice）  

Table8－a：Ⅴ．C．contentincamedmar由Obeiuice  1■  

儲  上  部 空  隙 （馳d8Pa呵  
（Can）  

I  A   B   C   絵 計  
（Total）  

20・6   20．2   20．3  

白 撒   20．5 21．7  20．9   

（Plainca  21・9  1 22.3 21．7  

63・0  64・2  62．9   190．1  
く盈）  

20．2   19．4   19．8  

塗 料  21．7   19．8   20．6   

くEnameledcan）  21．9  20．9  19．6   
t■  

・ 

く） 
63・8  60⊥1  60．0  183．9  

ナ  
Tぬl  126・8   124．3   122．9   374．0   

‘●  

ノ■  
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第八表－b：膵許マーグローブのⅤ．C．含有丑分析借の分散分析表  

TabLe8－b：AnatY5isof vari冬nCeOfcannedmargldbeiuiceV，C．analyBisdata  

要   因  
自由匡  

（Facbr）  S．S．  （Degree80t   
散  

（Ⅴ訂iance）   
F   

f代edom）   

白触と塗料抽   
t  

くCan）   
2．1356  1 2．1356   3．19   

上 部 空．際  
（Head8paCe）   

1．3011   ．2   0．6506   0．97   

交 互 作 用  
（血teraction）   

2．1744   2   1．0872   1．62   

訳 墓  8．0400   12   0．昏700   
（E汀Or）  

（つ1） 
i  13．8511   17  

「≠  

5：色 に つ い て  

1951年魔の韓験に放で‘ヱルマ”電気比色計を使用してトマトタジクス色索のベンブール酵液の   

透光率を測定して第十周の如き結果が得られ470mJ小二於て此校する事加療も良いと考えられた   

ので、数値は“ユノンマ”電気比色計を使用し470叫▲の汝長にて測定したものである。併し1954   

年度に放て日立分光光電光度計EPB⊥Uを設備したので、10m．m．のCeuを使用して之によって  

ナ．」軋定の結集は第二図の如■きものであって、この調嘩繕欺からすれば、分光光電光度計を利用   

して測定する際仁は1当然K亡amer㊦の指摘している様に鱒5mJlの波長に於てするのが適切で   

ある。併し怖話ジウスの加熱並びに貯蔵申に放ける変色の追求拉当っては以上の様な方法によ   

るべきか、或はジクス毘画接資料にとってRe且ectanceを測定するのが良いかは博ほ検討を要   

するものと考え為。  

扱て今回の実験結果では製造並びに略ニケ年に宜る貯蔵を通じhdianaBaltirhore及びStone   

の例を以っ七すれぼ透光琴は平均して15－16％上昇して若干色が静くなった事を示している   

が、室橋や上部茎隙の透光率に対する影響は判然としない○  

′  

／  

●j   
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摘  蟄   

結語トマトウジクスのビタミンC含有盈、色及び風味に対－して儒並びに上部賽隙の与える影響に  

ついて略ニケ年間貯蔵したものに就いて測定し四品種中三品種について以‾Fの様な結果を待た。  

1．平均ビタミンC含有量には、白幡と塗料構との問に放て有意塞が見られる。   

2．平均ビタミンC含有量は、上部茎除塵によって有意義がある。   

3．室橋と上部空隙との問には交互作用が認められる。   

4．ビタミンCの保全上塗料繹ほ白幡に比して劣っている。特に上部笠除塵の大なるものに於て  

其差が演背である。   

5．トマトウ色素のベンゾール帥肘液の透光挙を以て比蚊した結果では墨縄や上部凄隙の影響に  

ついて判然とした結果が得られなかった。   

6．今回試用の塗料被膜はトマートウジクスに菩千苦味を附与する番が認められた○   

本研究は京都大学教授農学博士低木熊市氏を班長として組壱赦された天然果汁研究班の事発の一端  

として、文部省科学研究史補助金を受けて筆者等に於て行った研究の一部であって、本研究の遂行  

に当って種々、御配慮を番うした松本教授に感謝します。叉報文の御送附を限ったKねmer氏及び  

Esselen氏に感謝しま－r。インジアナボルチモア汁5種領のトマト種子を米国より将来せられ余等  

の研究を御援助下されし東洋製儒会社、専拷取締繹有賀松夫氏に感謝します。叉帽詰の試製に助力  

さ1Lた安田写実子氏に感謝します。  

以  上  
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附  表  

l  

暗■和二十七年●ト マト収虫網査  

晶  戒  名  収軽始  収嘩終  絵収丑   反当換算斑－  

月 日  
7．2  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝  

〝   

月  日  
9． 1   

8．20   

9． 1   

8．18   

8．18  

斑 匁  
24．080   

23．120   

19．900   

′16．940   

17．185  

4．370   

28．485   

31．550   

31．540   

35．330   

27．195  

B柁akO－day  （赤 色）  

lndiana－Ba把more  （赤 色）  

Marglot光  

Rutger8  

■stok飴da王e   

San Man抱nO   

Stoが   

Frults  

Sweet Meat 

（赤 色）  

（赤 色）  

（赤 色）  

（赤 色）  

（赤 色）  

（桃 色）  

（桃 色）  

9． 1   

8． 22   

9． 1   

9． 1   

8．18  

Livi喝細田Qobe  （桃 色）  

GulfSta也M訂ket   （桃 色）  

（詳叔1よりJ㌫6までの8晶矧ま1951年東洋襲胡惟式会社有賀噂務がアメ互ぃカより導入し  

たもの）  

摘  要  

以上の各品種は約鱒坪の圃執こ00本（反当換算3000本楯）を定植して行った。   

唾 幅 5良5寸  

株 間 1尺5寸 （二条植）  

基 肥  堆肥8耳  

灰  2耳400匁  

魚粕  340匁  

過燐硬石灰200匁  

硫安  亜α匁  

反当換算   

堆肥  400質   

灰  120貰   

魚粕  17貫   

通燐酸石灰10貫   

硫安  20貰  

1  

【
、
－
 
 

過 ●  肥  

5月19日  下肥施用  

6月19日  硫安施用  

7月21日  ク  

薬剤撒布 四斗式ボルドー液8回撒布（5月2臥6月3回、7月3回）  

晶毯の解説  

－42－   
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8reakO也y  M叫gld触ⅩM獅na  

早 生 種  

垂 凋 病 尻腐柄に蜘、  

汲 紅 色  中其の大  腰高の線型  

革勢弱い  草丈低い  

hdiarn Baltimore  

、Greater Balt．imore  
二環  

「・■′i   

の分系  

晩 生 種  

紅  色 ▲ 不正円形  果は大  

事 勢 強  分晩多く  草丈高  

Mar由O由  

一Marvelx Gldbe  

中 生 種  典は中の大  球形  

深 紅 色 漕色良  

軍勢中舵  節間塩  

疫病に強い  

Rutgers  

Marglobe・ⅩJ，T．D．  

卑 生 経 典は木（紅色種中で最も大典）  

●    草丈低いがクキが太くて頑丈  

葉は多稟性で兵の日焼が少い  
I  

Stoke由ak  

中 生 磯  臭は中の大  正円形  

果 肉 碇  破れない  

軍 勢 醜  螢塵  

San M血相anO  

中 生・笹  小泉 角ばった長橋円形  

果頂部稽窪み花痕は墟小 子宝2  

花数多 清泉良いが水分が極あて少く牧丑少い  

尻腐柄に殊に弱い  

】1L  

王  
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